
平成２４年度

たつの市財務諸表

兵庫県　たつの市

平成２５年３月



Ⅰ　はじめに

　地方公共団体の財政状況を検討する手法として、これまでの決算書等に基づくフロー情報に

加え、企業会計的手法による資産や負債といったストック情報を取り入れた財務諸表の作成が

全国的に進められています。

　たつの市においても、合併により旧市町から引き継いだ多くの公共資産を保有しており、こ

れまでに蓄積された資産の適切な維持修繕や、計画的な改築による長寿命化対策などを通じて

最大限有効活用するとともに、維持管理・更新コストの低減を図ることが重要になってきてい

ます。

　また、たつの市をはじめとする地方自治体では、受益と負担が明確なものについては、普通

会計とは別に特別会計を設置し、料金収入等を活用して事業を行っています。さらに、他の自

治体と共同で設置している一部事務組合や地方公社・出資法人等の関係団体を通じて、様々な

行政サービスを提供しています。

　たつの市では、平成１９年１０月に総務省より示された新たな公会計モデルのうち総務省方

式改定モデルに基づき、普通会計財務諸表及びたつの市と関係の深い団体も含めて一つの行政

主体としてとらえた連結財務諸表を作成し、平成２４年度決算について分析を行います。

Ⅱ　財務諸表について

　財務諸表は４つの表から構成され、４表の関係については、下記のとおりとなっています。

◇　相　関　図　

貸借対照表 行政コスト計算書

＋

一般財源、補助金受入等

収　入

|

支　出

‖

歳計現金増減額

資産 負債

期首純資産残高

|

純経常行政コスト

歳計現金 純資産

資金収支計算書 純資産変動計算書

経常行政コスト

経常収益

‖

|

純経常行政コスト

±

資産評価替等

‖

期末純資産残高

期首歳計現金残高

‖

期末歳計現金残高

＋
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Ⅲ　対象となる会計の範囲について

　作成対象となる会計及び連結対象法人は下記のとおりです。なお、連結対象団体のうち(財)

霞城館・(株)龍野衛生公社は、経費負担割合及び負担金額が僅少なため連結対象から除外して

います。また、兵庫県市町村職員退職手当組合への退職手当積立金は、普通会計で退職手当組

合積立金、退職手当引当金を計上しているため連結したものとして取り扱います。

　作成にあたっては、各会計の歳入歳出合計からそれぞれの会計間の繰入額等を相殺していま

す。また、連結に際して一部事務組合・広域連合については負担割合等に基づく比例連結とし、

それ以外は全部連結としています。

一般会計

学校給食センター事業特別会計

土地取得造成事業特別会計

揖龍広域センター事業特別会計

揖龍公平委員会事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

前処理場事業特別会計

と畜場事業特別会計

病院事業会計

水道事業会計

国民宿舎事業会計

揖龍保健衛生施設事務組合

播磨高原広域事務組合

にしはりま環境事務組合

西播磨水道企業団

揖龍地区農業共済事務組合

兵庫県後期高齢者医療広域連合

たつの市土地開発公社

(財)童謡の里龍野文化振興財団

(財)霞城館

(株)龍野衛生公社

たつの市みつ町観光開発(株)

区分

一部事務組合
・広域連合

地方三公社

第三セクター等

会計・法人名等 連結対象

○

連結

公営企業会計

普通会計

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○
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Ⅳ　平成２４年度　財務諸表の概要

１　貸借対照表

ポイント

・資産総額は、普通会計　1,363億円、連結　2,476億円

・負債総額は、普通会計　432億円(資産の31.7％)、連結　1,000億円(資産の40.6％)

・市民一人あたり純資産(正味資産)は、前年度より普通会計２万２千円、連結３万９

　千円の増

(1)　貸借対照表の概要

（普通会計） （連結） （普通会計） （連結）

　これまでに形成された資産は普通会計１，３６３億円・連結２，４７６億円あり、この資

産取得のために借り入れた負債が普通会計４３２億円・連結１，０００億円で、差引の純資

産が普通会計９３１億円・連結１，４７７億円です。

　つまり資産総額のうち普通会計６８.３％・連結５９.７％については、これまでの世代によ

り支払済で、残りの普通会計３１.７％・連結４０.６％については、これからの世代が今後返

済しなければならないことがわかります。

　なお、普通会計・連結とも流動資産は流動負債を上回り、資金不足の危険性は低いといえ

ます。

(2)　普通会計・連結比較

（単位：千円、％）

資産

公共資産

有形固定資産

投資等

流動資産

負債

固定負債

流動負債

純資産 93,100,885 68.3 147,749,727 59.7 1.59

3,633,357 2.7 8,508,952 3.4 2.34

39,520,116 29.0 91,933,373 37.1 2.33

43,153,473 31.7 100,442,325 40.6 2.33

9,079,595 6.7 15,293,764 6.2 1.68

10,594,493 7.8 9,517,008 3.8 0.90

116,349,379 85.4 222,563,716 89.9 1.91

116,580,270 85.6 222,803,626 90.0 1.91

136,254,358 100.0 247,614,398 100.0 1.82

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ

普通会計 連結

構成比 構成比

連単倍率

債務返済の財源等

これまでの世代の負担

将来世代に引き継ぐ社会資本 将来世代の負担する債務

(100%)2,476(100%) 億円億円1,363　資産 　負債 432

( 3.8%)

億円 (31.7%) 1,000 億円 (40.6%)

純資産 931 億円 (68.3%) 1,477 億円 (59.7%)

億円 (29.0%) 919 億円 (37.1%)

億円 ( 2.7%) 85 億円 ( 3.4%)

流動資産 91 億円 ( 6.7%) 153 億円 ( 6.2%)

固定負債 395

流動負債 36

公共資産 1,166 億円 (85.6%) 2,228 億円 (90.0%)

投資等 106 億円 ( 7.8%) 95 億円
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　連結の資産規模は普通会計の１.８２倍となっています。資産のうち公共資産が普通会計の

１.９１倍、負債のうち流動負債が２.３４倍と割合が高くなっています。

(3)　有形固定資産の目的別割合

　有形固定資産を行政目的別に見ると、普通会計、連結ともに生活インフラ・国土保全、教

育の２分野に重点的に投資してきたことがわかります。また、連結で特徴的なのは環境衛生

の割合が大きく増加することで、水道、病院、個別排水の資産が加わる外に、一部事務組合

でごみ処理を実施しているためです。

(4)　市民１人あたりの貸借対照表

（単位：千円）

資産

負債（借金）

純資産（支払済額）

（H25.3.31現在　住基人口　80,194人）

　たつの市では、新市建設計画に基づき計画的な公共資産整備を進めるなか、市の借金であ

る市債については抑制に努めています。この結果、普通会計・連結とも前年度より負債は減

少し、正味資産である純資産は市民１人あたり普通会計２万２千円・連結３万９千円増加し

ました。

　将来世代への過度な負担の先送りは財政の硬直化の原因となるため、更なる負債の圧縮に

取り組み健全な財政運営の維持に努めます。

△ 45

39

△ 3

△ 25

22

項目

538

1,161

1,702

563

1,139

3,088

1,252

1,835

3,093

1,297

1,796

(A)-(B)H23  (B)H24  (A)(A)-(B)H23  (B)H24  (A)

普通会計 連結

1,699 △ 5

生活ｲﾝﾌﾗ・国土保全 

57.7 

生活ｲﾝﾌﾗ・国土保全 

53.0 

教育 

14.1 

教育 

26.0 

福祉 

1.8 

福祉 

3.4 

環境衛生 

14.0 

環境衛生 

1.7 

産業振興 

7.1 

産業振興 

5.5 
消防 

1.0 

消防 

1.9 

総務 

4.4 

総務 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

連結 

普通会計 
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２　行政コスト計算書

ポイント

・行政コストに占める受益者負担割合は普通会計５.５％、連結３４.９％

・市民１人あたり純経常行政コストは、２３年度より普通会計１８千円減、連結

　４千円減

(1)　行政コスト計算書の概要

　貸借対照表が資産とその財源である地方債などのストック情報を表すのに対し、行政コス

ト計算書は、ごみ収集や福祉サービスなど資産形成につながらない行政サービスに係る１年

間のコストとその財源のフロー情報を表したものです。

　行政コストの財源となる使用料などの受益者負担は、連結が３４.９％なのに対し普通会計

は５.５％で、普通会計では行政コストのほとんどを、市税や地方交付税などの一般財源や国

県補助金などで賄っていることがわかります。

(2)　普通会計・連結比較

①　性質別内訳

（単位：千円、％）

経常行政コスト

人にかかるコスト

物にかかるコスト

移転支出的なコスト

その他コスト

経常収益

（差引）純経常行政コスト

7 億円 ( 2.6%) 32 億円 ( 5.9%)

移転支出的なコスト

147 億円 (54.3%) 297 億円 (54.7%)

経常行政コスト 経常収益

72 億円 (26.5%) 146 億円 (26.8%)

物にかかるコスト

（普通会計） （連結）

15 億円 190 億円

15

億円 (12.6%)

経常収益

256 億円 (94.5%) 353 億円 (65.1%)

純経常行政コスト

（普通会計） （連結）

271 億円 億円543

その他コスト

億円 ( 5.5%) 190 億円 (34.9%)

人にかかるコスト

45 億円 (16.6%) 69

1.38

27,098,079 100.0 54,296,131 100.0 2.00

4,509,197 16.6 6,850,764 12.6 1.52

7,178,486 26.5 14,557,921 26.8 2.03

25,604,638 94.5 35,337,914 65.1

14,712,986 54.3 29,685,585 54.7

12.69

普通会計 連結

構成比

連単倍率

Ｂ/ＡＡ Ｂ

2.02

697,410 2.6 3,201,861 5.9 4.59

構成比

1,493,441 5.5 18,958,217 34.9
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　性質別内訳を比べると、連結の経常収益は国保や水道などの会計で料金収入等が多い

ことから、普通会計の１１.９５倍となっています。

②　目的別内訳

（単位：千円、％）

経常行政コスト

生活インフラ・国土保全

教育

福祉

環境衛生

総務

その他

　目的別内訳を比べると、連結は国保や介護などの会計が加わるため普通会計に比べて

福祉の割合が高くなっており、連結行政コスト全体の半分を占めています。

(3)　市民１人あたりの行政コスト計算書

（単位：千円）

経常行政コスト

経常収益

(差引)純経常行政コスト

（H25.3.31現在　住基人口　80,194人）

　前年度と比べ、普通会計・連結とも経常行政コストが減少していますが、普通会計におい

ては、主に人件費など人にかかるコストが大幅に減少したことによるもので、連結において

は、国保・介護・後期高齢者等の社会保障給付増を要因とする移転支出的コストが増加した

ものの、人件費など人にかかるコストが減少したことによるものです。このため、行政コス

トから受益者負担を控除した市民１人あたりの純経常行政コストについても、普通会計１８

千円の減、連結４千円の減となっています。

　今後とも行政サービスの水準を維持しつつ、業務の更なる効率化や職員数削減に取り組み

コスト縮減に努めます。併せて近隣自治体の料金設定なども参考にしながら適正な受益者負

担の検討を進めます。

319 337 △ 18 441 445 △ 4

338 356 △ 18 677 674 3

19 19 0 236 229 7

項目
普通会計 連結

H24  (A) H23  (B) (A)-(B) H24  (A) H23  (B) (A)-(B)

27,098,079 100.0 54,296,131 100.0 2.00

普通会計 連結 連単倍率

Ａ 構成比 Ｂ 構成比 Ｂ/Ａ

2,957,330 10.9 6,474,803 11.9 2.19

5,667,080 20.9 6,038,128 11.1 1.07

9,047,540 33.4 29,691,518 54.7 3.28

3,050,394 11.3 3,198,612 5.9 1.05

3,650,551 13.5 6,103,999 11.2 1.67

2,725,184 10.1 2,789,071 5.1 1.02
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３　純資産変動計算書

ポイント

・平成２４年度の純資産は、前年度より普通会計１７億円、連結３０億円の増

・純経常行政コストの財源を一般財源や補助金で確保できている

(1)　純資産変動計算書の概要及び普通会計・連結比較

（単位：千円）

期首（平成23年度末）純資産残高

純経常行政コスト

一般財源

補助金等受入

その他

期末（平成24年度末）純資産残高

１年間の増減額

　純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産の部が１年間にどのような要因で変動したかを

示すものです。

　平成２４年度末純資産残高は、地方税や地方交付税などの一般財源と国県補助金などの受

入により、普通会計９３１億円（１７億円増）・連結１，４７２億円（３０億円増）といず

れも増加しました。

　これは、これまでの世代が負担した負債が、地方債の償還終了などで将来世代に引き継ぐ

正味の資産に振り替わったことを表します。なお、補助金等受入の連単倍率が２.９６と大き

くなっていますが、その大部分は、国保や介護、後期高齢等の社会保障給付に伴う国県補助

金の受入によるものです。

△ 25,604,638 △ 35,337,914 1.38

22,543,365 24,400,925 1.08

4,767,320 14,101,761 2.96

△ 16,274 △ 187,498 11.52

91,411,112 144,194,799

連単倍率

1.58

項目
普通会計 連結

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ

93,100,885 147,172,073 1.58

1,689,773 2,977,274 1.76
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４　資金収支計算書

ポイント

・平成２４年度の資金は、前年度より普通会計０.１億円の減、連結６.２億円の増

・公共資産整備収支、投資・財務的収支の赤字を経常的収支の黒字で賄えており、

　資金不足の恐れはない

(1)　資金収支計算書の概要及び普通会計・連結比較

（単位：千円）

期首（平成23年度末）資金残高

平成24年度資金増減額

経常的収支

経常的支出

経常的収入

公共資産整備収支

公共資産整備支出

公共資産整備収入

投資・財務的収支

投資・財務的支出

投資・財務的収入

（負担割合変更差額）

期末（平成24年度末）資金残高

　一年間の資金の増減を３つの区分で示したもので、経常的収支は行政サービスに伴う継続

的な収支、公共資産整備収支は道路や公園などの資産形成に係る収支、投資・財務的収支は、

地方債の償還や出資・貸付金、基金等に係る収支を表します。

　普通会計は、資金不足額を前年度の剰余金で賄い、連結においては、経常的収支の資金余

剰が他の資金不足を上回り、平成２４年度末資金残高は、普通会計１３億円（０.１億円減）

・連結５０億円（６.２億円増）となりました。

項目
普通会計 連結 連単倍率

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ

1.93

1,290,935 4,372,969 3.39

8,013,482 8,990,480 1.12

△ 12,050 623,438 △ 51.74

21,268,991 47,568,936 2.24

29,282,473 56,559,416

1,278,885 4,961,107 3.88

△ 6,208,170 △ 7,146,914 1.15

7,338,384 9,214,679 1.26

1,130,214 2,067,765 1.83

－ △ 35,300 －

1,871,986 5,317,545

△ 1,817,362 △ 1,220,128 0.67

3,689,348 6,537,673 1.77

2.84
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Ⅴ　財務諸表の分析

(1)　【健全性】純資産比率

　　企業会計における自己資本比率に相当します。資産総額のうち返済義務のない純資産が

　どれぐらいかを示し、比率が高いほど健全であると言えます。言い換えますと、これまで

　の世代が形成した資産の割合を表しています。普通会計・連結とも前年度より資産に占め

　る純資産の割合が増加し、比率は改善しました。

（単位：千円）

純資産 Ａ

資産総額 Ｂ

純資産比率（Ａ/Ｂ） Ｃ

前年度比率 Ｄ

Ｃ－Ｄ

(2)　【資産形成規模】歳入額対資産比率

　　資産形成に何年分の歳入が充当されたかを示します。年数が多いほど社会資本整備が進

　んでいることを表しますが、維持管理経費の増加要因ともなります。連結の年数が少ない

　のは、国保など資産形成を行わない会計が加わるためです。

（単位：千円）

歳入合計 Ａ

資産合計 Ｂ

歳入額対資産比率（Ｂ/Ａ）Ｃ

前年度比率 Ｄ

Ｃ－Ｄ

※　歳入合計は、資金収支計算書の収入合計に期首歳計現金残高を加える

0.0年 △0.2年 －

4.1年 3.6年 0.88

4.1年 3.8年 0.94

0.87

66.9％ 58.1％ 0.87

33,575,608 68,317,695 2.03

136,254,358 247,614,398 1.82

項目 普通会計 連結 連単倍率

項目 普通会計 連結 連単倍率

93,100,885 147,172,073 1.58

136,254,358 247,614,398 1.82

1.4％ 1.3％ －

68.3％ 59.4％

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

H20 H21 H22 H23 H24

純資産比率の推移 

普通会計 

連結 

3.5年 

3.7年 

3.9年 

4.1年 

4.3年 

H20 H21 H22 H23 H24

歳入額対資産比率の推移 

普通会計 

連結 
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(3)　【世代間公平性】将来世代の社会資本負担比率

　　これまでに形成された社会資本に対する将来世代の負担する割合を示し、比率が低いほ

　ど将来負担が低いことを表します。普通会計・連結とも地方債の償還が進み、将来世代に

　よる負担は前年度よりも減少しました。

（単位：千円）

公共資産合計 Ａ

地方債残高 Ｂ

将来世代の社会資本負担比率（Ｂ/Ａ） Ｃ

前年度比率 Ｄ

Ｃ－Ｄ

(4)　【弾力性】行政コスト対税収等比率

　　経常行政コストのうち受益者負担で賄われなかった純経常行政コストに税収等がどれだ

　け投入されたかを示します。比率が１００％を上回ると、当年度の収入でコストを賄いき

　れず、資産取崩し又は将来負担によりコストを賄ったことになります。１００％を下回れ

　ば、資産形成又は将来負担の軽減に費やされたことになります。

（単位：千円）

純経常行政コスト Ａ

税収等（一般財源＋補助金等受入） Ｂ

行政コスト対税収等比率（Ａ/Ｂ） Ｃ

前年度比率 Ｄ

Ｃ－Ｄ △1.8％ △1.9％ －

93.8％ 91.8％ 0.98

95.6％ 93.7％ 0.98

25,604,638 35,337,914 1.38

27,310,685 38,502,686 1.41

※　地方債残高には、固定負債・地方債のほかに流動負債・翌年度償還地方債と資産形成の財源となる長期未
　　払金を含む

項目 普通会計 連結 連単倍率

連単倍率

1.91

項目 普通会計 連結

116,580,270 222,803,626

1.31

－

32.6％ 42.7％

△0.2％ △0.2％

2.50

1.31

37,778,480 94,617,084

32.4％ 42.5％

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

H20 H21 H22 H23 H24

社会資本負担比率の推移 

普通会計 

連結 
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行政コスト対税収等比率の推移 
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(5)　【債務返済能力】地方債の償還可能年数

　　地方債を経常的に確保できる資金により何年間で返済できるかを示します。年数が少な

　いほど債務の返済能力が高いことを表しますが、連結では一般会計からの繰入金に依存し

　ている会計が多いため、普通会計よりも債務返済能力が低くなっています。地方債残高は

　普通会計・連結とも前年度よりも減少し、経常的収支額が増加したため、債務返済能力は

　前年度に比べ、改善しました。

（単位：千円）

地方債残高 Ａ

経常的収支額 Ｂ

（控除）経常的収入・地方債発行額 Ｃ

（控除）経常的収入・基金取崩額 Ｄ

地方債償還可能年数　Ａ/（Ｂ－Ｃ－Ｄ）Ｅ

前年度比率 Ｆ

Ｅ－Ｆ

普通会計

連結

※　地方債残高には、固定負債・地方債のほかに流動負債・翌年度償還地方債と資産形成財源となる長期未払
　　金を含む

32,900 102,854 3.13

△0.2年 △0.5年 －

6.0年 13.2年 2.20

6.2年 13.7年 2.23

8,013,482 8,990,480 1.12

1,699,416 1,699,416 1.00

項目 普通会計 連結 連単倍率

37,778,480 94,617,084 2.50

0.0年 

5.0年 

10.0年 

15.0年 

20.0年 

H20 H21 H22 H23 H24

地方債償還可能年数の推移 

普通会計 

連結 
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(6)　【効率性】行政コスト対公共資産比率

　　行政コスト対公共資産比率は資産利用の効率性を示すもので、資産を活用するためにど

　れだけのコストがかかっているのかを表すものです。生活インフラ・国土保全など多くの

　有形固定資産を保有する分野では、その資産規模に比べて比較的少ないコストで資産活用

　が可能で、比率は低くなる傾向にあります。逆に福祉など保有資産が少なく、資産を活用

　した行政サービスよりも社会保障給付等が中心となる分野では、比率は高くなる傾向にあ

　ります。

　　全体の比率は普通会計で１.１％改善し、連結で０.２％前年より悪化していますが、普通

　主に医療費、国保、介護、後期高齢者等の社会保障給付増により、福祉分野で増加したも

　のの他の分野の経常行政コストがそれぞれ減少したことによるものです。

（単位：千円）

普通会計

連結

※　経常行政コストから減価償却費を除く

※　議会、支払利息、回収不能見込計上額は、有形固定資産が僅少のため項目別表示なし

項目
経常行政
コ ス ト

Ａ　　※ Ｂ (A/B)　Ｃ Ｄ

Ｃ－Ｄ
前年度
比　率

有形固定資産
行政コス
ト対公共
資産比率

2,185,507 30,297,242 7.2％ 8.0％ △0.8％

4,239,912 61,706,526 6.9％ 7.0％ △0.1％

8,815,770 3,978,849 221.6％ 214.3％ 7.3％

2,836,782 2,019,521 140.5％ 142.7％ △2.2％

1,073,269 6,351,662 16.9％ 19.5％ △2.6％

1,093,065 2,234,466 56.0％ 62.3％ △6.3％

2,410,364 9,761,113 24.7％ 27.0％ △2.3％

23,624,668 116,349,379 20.3％ 21.4％ △1.1％

2,516,636 128,390,134 2.0％ 1.9％ 0.1％

2,318,057 31,297,010 7.4％ 8.2％ △0.8％

29,459,748 3,978,849 740.4％ 694.4％ 46.0％

62.3％ △6.3％

2,474,226 9,766,362 25.3％ 27.9％ △2.6％

5,233,067 31,124,196 16.8％ 15.2％ 1.6％

1,754,200 15,772,536 11.1％ 12.1％ △1.0％

47,269,822 222,563,716 21.2％ 21.0％ 0.2％

生活インフラ・国土保全

教　　育

福　　祉

環境衛生

産業振興

消　　防

総　　務

合　　計

教　　育

福　　祉

環境衛生

産業振興

消　　防

総　　務

合　　計

生活インフラ・国土保全

1,093,065 2,234,466 56.0％

19.0%

19.5%

20.0%

20.5%

21.0%

21.5%

22.0%

H20 H21 H22 H23 H24

行政コスト対公共資産比率（合計）の推移 

普通会計 

連結 
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(7)　【自立性】受益者負担率

　　受益者負担率は、経常費用に充当された経常収益の比率を算定して、行政目的別に受益

　者負担の割合を表すものです。普通会計と比べ、連結では料金収入により支出を賄うこと

　が基本となる会計が加わるため、比率が高くなる傾向にあります。普通会計全体・連結全

　体とも受益者負担率は前年度とほぼ同じ水準となりました。なお、消防の比率が３.６％改

　善しているのは、人件費支出減と太子町分担金収入増によるもので、連結で環境衛生の比

　率が５.７％悪化しているのは、市民病院建設事業で主に固定資産除却費４億６千万円が増

　加したことによるものです。

（単位：千円）

普通会計

連結

※　経常行政コストから一般財源振替額を除く

生活インフラ・国土保全 5,667,080 86,127 1.5％ 1.6％ △0.1％

項目

経常行政
コ ス ト

経常収益
受益者
負担率

前年度
比　率 Ｃ－Ｄ

Ａ Ｂ  ※ (B/A)　Ｃ Ｄ

教　　育 3,050,394 256,495 8.4％ 7.4％ 1.0％

福　　祉 9,047,540 542,348 6.0％ 5.8％ 0.2％

環境衛生 2,957,330 13,341 0.5％ 0.4％ 0.1％

産業振興 1,429,721 21,606 1.5％ 1.4％ 0.1％

生活インフラ・国土保全 6,038,128 1,541,140 25.5％ 26.2％ △0.7％

消　　防 1,250,831 388,553 31.1％ 27.5％ 3.6％

総　　務 2,725,184 79,318 2.9％ 3.0％ △0.1％

その他 969,999 0 0.0％ 0.0％ 0.0％

教　　育 3,198,612 512,623 16.0％ 14.3％ 1.7％

福　　祉 29,691,518 11,740,771 39.5％ 38.3％ 1.2％

その他 2,420,823 0 0.0％ 0.0％ 0.0％

産業振興 2,432,345 1,065,488 43.8％ 44.1％ △0.3％

31.1％ 27.5％ 3.6％

総　　務 2,789,071 87,923 3.2％ 3.3％ △0.1％

合　　計 27,098,079 1,387,788 5.1％ 4.8％ 0.3％

環境衛生 6,474,803 3,391,733 52.4％ 58.1％ △5.7％

合　　計 54,296,131 18,728,231 34.5％ 33.7％ 0.4％

消　　防 1,250,831 388,553

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

H20 H21 H22 H23 H24

受益者負担率（合計）の推移 

普通会計 

連結 
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(8)　【資産老朽度】資産老朽化比率（普通会計）

　　資産老朽化比率（土地を除く有形固定資産の減価償却累計額÷取得価額）は、耐用年数

　に比して資産の取得からどの程度経過しているかを行政目的別に示すものです。

　　普通会計全体の推移を見ると、資産の老朽化が進行していることがわかります。特に環

　境衛生、産業振興、福祉などの分野で高くなっており、更新時期を迎えつつある資産の存

　在する可能性があります。今後の更新に備えた財源確保に加え、公共資産の管理が重要に

　なってきています。

（単位：千円）

41.2％

生活インフラ・国土保全

教　　　　　育

※　取得価額、償却累計額が不明な会計・法人等があるため、普通会計のみ作成

3,952,216 2,204,519 55.8％

7,966,902 5,360,792 67.3％

6,382,490 5,269,855 82.6％

16,444,200 12,283,610 74.7％

福　　　　　祉

環　境　衛　生

産　業　振　興

消　　　　　防

総　　　　　務

計

項目
比率 Ｂ/ＡＢＡ

11,455,615 5,759,576 50.3％

156,601,791 75,202,627 48.0％

取得価額 償却累計額 資産老朽化

66,307,385 26,162,880 39.5％

44,092,983 18,161,395

39.0%

40.0%

41.0%

42.0%

43.0%

44.0%

45.0%

46.0%

47.0%

48.0%

49.0%

H20 H21 H22 H23 H24

資産老朽化比率の推移（普通会計全体） 

普通会計 
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